
１ 前文 

 

○三鷹市自治基本条例 

平成 17 年 10 月１日条例第 17 号 

改正 平成 19 年３月 12 日条例第３号 

○多摩市自治基本条例 

平成 16 年３月 31 日条例第１号 

改正  平成 22 年３月 15 日条例第４号 

○阪南市自治基本条例 

平成 21 年 6 月 5 日条例第 21 号  

 

○明石市自治基本条例 

平成 22 年３月 26 日条例第３号 

○流山市自治基本条例 

平成 21 年３月 30 日条例第１号 

 

○相生市市民参加条例 

平成 16 年 3 月 24 日  

条例第 12 号  

附則 

主権者である市民の信託に基づく三鷹市

政は、参加と協働を基本とし、市民のた

めに行われるものでなければならない。 

市民にとって最も身近な政府である三鷹

市は、市民の期待に応え、市民のための

まちづくりを進めるとともに、まちづく

りを担う多くの人々が、参加し、助け合

い、そして共に責任を担い合う協働のま

ちづくりを進めることを基調とし、魅力

と個性のあふれるまち三鷹を創ることを

目指すものである。 

三鷹市は、文人たちも愛した緑と水の豊

かなまちであり、これまでの歩みの中で

も市民生活の向上に積極的に取り組むな

ど、常に先駆的なまちづくりを進めてき

た。 

私たち市民は、郷土三鷹を愛し、自然と

文化、歴史を大切にし、誇りに思える地

域社会を築くとともに、世界平和への寄

与、基本的人権の尊重、協働とコミュニ

ティに根ざした市民自治を確かなものと

し、日本国憲法に掲げる地方自治の本旨

をこの三鷹において実現するために、三

鷹市の最高規範として、ここにこの条例

を制定する。 

 

附則 

私たちが暮らす多摩市は、太陽の光あふ

れる、緑豊かなまちです。 

私たちは、ここに集い、あるいは生まれ

育ち、学び働き、暮らし、生涯を終え、

それぞれの歴史を刻み、文化を育んでい

ます。 

私たちは、先人の英知とたゆまぬ努力に

よって発展してきた大切なこのまちを、

より暮らしやすくするとともに、次の世

代へ引き継ぐために、ともに力をあわせ

て自ら築いていかなければなりません。 

そのためには、市民が、市民の手で、市

民の責任で主体的にまちづくりにかかわ

ることが大切です。 

このため、私たちは、一人ひとりの人権

を尊重しつつ責任を分かち合うととも

に、誰もがまちづくりに参画することに

よって、私たちのまちの自治を推進し、

それぞれの持つ個性や能力がまちづくり

に発揮される地域社会の実現をめざし、

ここに多摩市自治基本条例を制定しま

す。 

 

附則 

阪南市は、緑豊かな和泉山脈と

波静かな茅渟(ちぬ)の海に囲ま

れ、温暖な気候風土という自然環

境にも恵まれ、熊野古道へと続く

いにしえの歴史街道や秋のやぐら

祭り等に見られる歴史的遺産や文

化的資産も数多く継承されていま

す。 

私たち阪南市民は、これまで先

人が築き上げてきた歴史、培って

きた文化、多様な産業と豊かな自

然を受け継ぎながら自らの知識や

経験・創造性を活かし、すべての

人が思いやりを持ち、人と人との

つながりをひろげ、次世代を担う

子どもたちをはぐくみ、平和で明

るく豊かな安心・安全のまちづく

りを推進し、将来にわたって持続

可能な社会を次の世代へ引き継ぐ

責任があります。 

一方、地方分権が進むこれから

の時代は、地方自治が大きく変化

し、まちづくりをこれまでの行政

主導から市民主導へと大きく転換

しなければなりません。私たちは、

今日までの市民参画を更に発展さ

せ、自治の主役である市民による

まちづくりがより一層推進できる

仕組みを構築する必要があり、こ

れまで以上に市民、議会及び執行

機関が信頼を深め、協働してまち

づくりを進めていくことが求めら

れます。 

そのため、市民一人ひとりの人

権が尊重され、生活するすべての

市民が、このまちで永く学び働き

住んで良かったと思えるよう、市

附則 

遠く万葉の昔から歌人たちに愛され、源

氏物語の舞台として登場するわたしたち

のまち。明石城に登れば、明るい瀬戸内

の海に淡路島が迫り、明石海峡大橋を望

む、海の幸にも恵まれた“ゆほびか”な

風土。近代化の幕開けとともに日本標準

時のまちにも定められました。これらは

すべて、わたしたちのほこりです。 

この明石のまちを、いつまでも暮らし続

けたい、もっとほこらしいまちにしたい

と願って、わたしたちは明石市自治基本

条例を定めることにしました。 

もちろん、これまでも、暮らしていてよ

かったと思える、安全で安心に暮らせる

豊かなまち、人をいたわり互いの尊厳や

人権を大切にし、自然をいつくしむ優し

さにあふれたまちを目指してきました。

全国に先駆けて「コミュニティ都市」宣

言をし、コミュニティづくりにも力を注

いできた先人の努力をわたしたちは知っ

ています。 

しかし、こうしたまちづくりの取組をさ

らに深化させ、質を高めるためには、市

長・市役所や市議会などだけでなく、場

合によってはわたしたち市民がもっと積

極的に役割を分担し、かかわっていくこ

とも必要になってきています。 

大切なのは、これからの「明石の自治」

の主体となっていかなければならないの

は、わたしたち市民だという意識です。

明石に住む。明石で働く。明石で活動す

る。わたしたちがこうあってほしいと望

むまちに、みんなで力を合わせて挑戦し

ていく決意と行動が、新しいまちづくり

のきっかけになっていきます。 

明石市自治基本条例は、市民主体のより

質の高いまちづくりを実現するために、

附則 

わたしたちのまち流山市は、江戸川、利

根運河などの豊かな水辺、下総台地に広

がる豊かな森に包まれたまちです。 

わたしたちは、先人たちが永々と築いて

きた水と緑と文化を大切にするととも

に、市民同士のつながりを大事にする地

域社会を築き、皆が「ここに住んでよか

った」と思えるまちを目指しています。 

地方分権をさらに推進するため、地方自

治の本旨に基づき市民自治を進める地方

公共団体である地方政府としての流山市

は、市民の意思を十分に把握し、自らの

責任で政策を策定し実行しなければなり

ません。そして、市民は、自分たちの課

題は自分たちで解決するという市民自治

の精神にのっとり、行政、議会とともに、

まちづくりを進めることが求められてい

ます。 

この大きな目標を実現するためには、市

民は互いに助け合い、共に責任を担い合

って、積極的にまちづくりに参加し、そ

して、市及び議会は、市民の信託にこた

え、市民と連携し、協力して、市民自治

によるまちづくりを進めなければなりま

せん。 

そのためには、市民自治の基本的な理念

を確立し、市民が主体的に参加する方法、

情報の公開と共有、市民と市及び議会の

役割と責務など自治体を運営していくた

めの基本的な原則、仕組みが必要です。 

流山市は、日本国憲法に掲げる地方自治

の本旨に基づき、市民福祉の向上を目指

し、市民自治のための普遍の原則を定め、

ここに流山市自治基本条例を制定しま

す。 

  

 

私たち相生市民は、恵まれた

自然環境の中で先人たちが築

いてきた歴史と文化を受け継

ぎ、助け合いながら生活をし

てきました。今日、経済的に

は豊かになりましたが、市民

の価値観の多様化により市民

としての共通の目的が持ちに

くくなってきました。 

市民が市政にどのように関わ

るかにより、市のあり方は大

きく変わってきます。相生市

が誇りの持てる魅力あるまち

として発展していくために

は、市民一人ひとりがその知

識や経験を活かして、市政に

積極的に参加し、市との信頼

に基づいて協働することが必

要です。 

そこで、市民が市政に参加す

るための理念と基本原則を明

らかにするために相生市市民

参加条例を制定します。 



１ 前文 

 

民同士が交流を深め、補完し合い、

市民相互の協働並びに市民、議会

及び執行機関との協働を基本と

し、適切に役割と責任を明らかに

したうえで分担し合い、自己決定

及び自己責任による個性豊かな持

続性のある地方自治を推進しなけ

ればなりません。 

よってここに、よりよい阪南市

をつくるための最高規範として、

阪南市自治基本条例を制定しま

す。 

 

市民による「参画と協働のまちづくり」

と、よりよい公共サービスを受けること

ができる「市政運営の実現」という、明

石のまちづくりを担う全員が共有しなけ

ればならない最も大切なことを定めた、

「明石の自治」の指針となるものです。 

この条例が、豊かで優しさにあふれた、

これからもほこりに思えるまち明石を築

く大きな一歩となることを望みます。 

(注) 「ゆほびか」とは、ゆったり豊か

なさまをあらわす日本の古語で、「源氏

物語」にも登場しています。 

 

 


